
　
平
成
と
い
う
時
代
が
幕
を
下
ろ
し
ま
す
。

　
平
成
は
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
大
き
な
自
然
災
害
が
発
生
し

た
時
代
で
し
た
。

　
ま
た
、
世
界
で
も
類
を
見
な
い
ほ
ど
の
速
さ
で
進
む
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
な
ど
、
我
が
国
に
お
け
る
大
き
な
転
換
期
と
も
言
え
る
時
代
で
し
た
。

　
急
激
な
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
地
方
で
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
続
危
機
、
若
者
の
減
少
に
よ
る
地
域
産
業
の
担
い
手
不
足

や
後
継
者
不
足
な
ど
と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
な
か
っ
た
新
た
な
課
題

も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
日
本
人
は
力
を
合
わ
せ
、
知
恵
を

絞
っ
て
、
互
い
に
支
え
あ
い
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
平
成
は
科
学
技
術
の
目
覚
ま
し
い
成
長
、
イ
ン
フ
ラ
・
物
流
な
ど

の
飛
躍
的
な
発
展
に
よ
り
、我
々
の
暮
ら
し
は
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、

情
報
通
信
技
術
の
革
新
は
目
覚
ま
し
く
、
今
で
は
ど
こ
に
い
て
も
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
活
用
し
、
欲
し
い
も
の
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
成

が
始
ま
っ
た
頃
に
は
夢
と
思
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
30
年
ほ
ど
の
間
で

当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
平
町
に
在
住
す
る
書
道
家
の
米よ

ね
か
わ川
香こ

う
あ
ん庵
先
生
か
ら
、
市
内
の
小
中

学
校
、
子
ど
も
園
な
ど
に
書
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ
に
中
国

最
古
の
書
体
で
、
力
強
く「
夢
」と
い
う
字
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
と
い
う
時
代
は
、
ま
さ
に「
夢
」と
い
う
言
葉
の
持
つ
明
る
さ
、
人

が
夢
を
叶
え
よ
う
と
思
う
気
持
ち
の
強
さ
、
そ
し
て
、
夢
を
叶
え
る
た
め
に

発
揮
す
る
力
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
時
代
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
今
、
市
政
の
舵
取
り
を
担
う
我
々
の
使
命
は
、
次
の
世
代
に
負
の
遺
産
を

残
さ
ず
、「
夢
」を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
慣
行
、
既
存
の
概
念
な
ど
に
と
ら
わ
れ
ず
、
真
に
必
要
と
さ

れ
る
政
策
に
財
源
を
充
て
て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
若
者
、
高
齢
者
、
そ
し
て
、
外
国
人
、
L
G
B
T
な
ど
、
世

代
、人
種
、性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、「
自
分
の
持
つ
能
力
を
発
揮
で
き
る
ま
ち
」

を
目
指
し
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
力
を
集
結
し
な
が
ら
、
新
た
な
時
代
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

未
来
へ
の
挑
戦将来像を “文化交流都市 笠間　～未来への挑戦～” と位置づけ、

まちづくりへの「挑戦」を続けています。

平
成
31
年
度
施
政
方
針

次
世
代
に
負
の
遺
産
を
残
さ
ず
、「
夢
」を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
基
盤
を
。

慣
行
、
既
存
の
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
真
に
必
要
と
さ
れ
る
政
策
に
財
源
を
。

そ
し
て
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
力
を
集
結
し
な
が
ら
、

〝
自
分
の
持
つ
能
力
を
発
揮
で
き
る
ま
ち
〟を
目
指
し
て
い
く
。

特 集
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未来への挑戦特集

笠間市の財政状況をもっと知ろう！

笠間市公式ホームページで、さらに詳しく財政状況
が確認できます。
http://www.city.kasama.lg.jp

▶トップページから予算概要で検索

特集  未来への挑戦　平成31年度施政方針

次世代に負の遺産を残さず、「夢」を実現させるための基盤を。
慣行、既存の概念にとらわれず、真に必要とされる政策に財源を。
そして、地域のさまざまな力を集結しながら、
“自分の持つ能力を発揮できるまち”を目指していく。

2

重点課題

ライフステージに応じた笠間暮らしの構築。
―仕組みの改革による課題解決―
世代に応じた支援策の充実・文化を継承する産業支援の展開
人の活躍と産業の成長を促進する場の創出と再成を図る。

4
中段

平成31年度 予算
人材の育成と確保、サービスの質的充実を図る。

6
中段

市民一人当たりに使われるお金10
中段

PICK UP

重要事務事業と、平成31年度予算
4

上下段

CON T E N T S

企業進出が続く茨城中央工業団地（笠間地区）

平成31年　広報かさま4月号（No.157）3



重
要
事
務
事
業
と
、平
成
３1
年
度
予
算
。

PICKUP

第
2
次
総
合
計
画
で
定
め
た
将
来
像
は
、
文
化
交
流
都
市
。
そ
の
将
来
像
実

現
に
向
け
た
都
市
基
盤
な
ど
7
つ
の
政
策
の
方
針
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

政
策
と
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
平
成
31
年
度
に
選
定
し
た
重
要
事
務
事
業

は
75
事
業
。
そ
の
中
の
一
部
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

※
75
事
業
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

http://w
w

w
.city.kasam

a.lg.jp/page/page003317.htm
l

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
構
造
的
な

課
題
が
あ
る
中
で
、
多
様
化
す
る
生
活
ス
タ
イ
ル

に
対
応
す
る
に
は
、
き
め
細
や
か
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
展
開
と
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

平
成
31
年
度
の
事
業
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
行

財
政
改
革
を
推
進
し
つ
つ
、
事
務
事
業
の
見
直
し

や
ビ
ル
ド
・
ア
ン
ド
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
よ
り
、
効

率
的
で
実
効
性
の
高
い
行
政
運
営
を
目
指
し
、
可

能
な
限
り
経
費
の
見
直
し
を
図
り
な
が
ら
、
重
点

的
な
課
題
へ
新
た
な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め

る
も
の
と
し
ま
し
た
。

　

持
続
す
る
笠
間
暮
ら
し
の
構
築
に
向
け
、
重
点

課
題
を
、「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
笠
間
暮
ら

し
の
構
築
」
と
設
定
し
、
社
会
の
変
化
に
対
応
す

る
抜
本
的
な
仕
組
み
の
改
革
も
視
点
と
し
な
が
ら
、

公
民
連
携
に
よ
る
人
材
の
育
成
、確
保
お
よ
び
サ
ー

ビ
ス
の
質
的
充
実
を
図
る
た
め
、次
の
3
点
を
テ
ー

マ
と
し
て
重
要
事
務
事
業
を
選
定
し
ま
し
た
。

平
成
３1
年
度
は
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

笠
間
暮
ら
し
の
構
築
。

︱ 

仕
組
み
の
改
革
に
よ
る
課
題
解
決 

︱

【児童クラブ運営事業】
�　公設児童クラブの定員の拡
充を図るとともに、民間児童クラブに運営費の
一部を補助し、利用定員数の拡大を図ります。

【ファミリーサポートセンター事業】
�　ひとり親家庭（低所得者）に対して、利用支
援を行います。

【保育所等整備交付金事業】
�　民間保育施設の施設整備補助を行います。

【公私連携認定こども園事業】
�　市立かさま、いなだこども園を、公私連携幼
保連携型認定こども園として、学校法人大成学
園の運営により開園します。

3 子育て世帯の費用負担の軽減
［事業費 676,021千円］

4 保育環境の向上
［事業費 403,837千円］

1 妊娠・出産～子育て期における切れ目ない支援［事業費 97,061千円］

【保育士就労支援事業】
　市内の保育所等に就業した正規雇用の保育
士等に対し、就職準備金として20万円を補
助します。

【保育体制強化事業】 
　保育士の負担を軽減するため、清掃業務や
給食の配膳などをサポートする人員を配置し
ます。

【保育補助者雇上強化事業】
　民間保育所等で、保育士の負担を軽減するため、
保育補助などを行う人員を雇用した場合、その費用
の補助を行います。

【保育所等の事故防止推進事業】
　午睡中の乳幼児突然死を防止するため、民間保育
所などが事故防止備品を購入した場合に、その費用
の一部を補助します。

　将来の笠間市を担う
子どもたちが健やかに
成長できるよう子育て
世代に対し切れ目ない
支援を行います。

【母子保健事業】
　【特定不妊治療費補助事業】　
　【子育て世代包括支援センター事業】
　【食育推進事業】　
　【在宅子育て支援事業（ママリフレッシュ事業）】
　【病児保育事業】

2  保育の質の向上（保育補助者等の配置による保育士負担軽減、保育資格者の復職等支
援による保育士確保） ［事業費 12,289千円］

【医療福祉費支給事業】
　妊産婦、小児（外来：0歳～小6まで、入院：0歳
～高3まで）、ひとり親世帯、重度心身障害者の医
療費を助成します。

【医療福祉費支給事業・市単独分】
　中学生外来医療費を助成します。

【医療福祉費自己負担金助成事業・市単独分】
　医療福祉費支給の対象者（中学生・高校生は除く）
が医療機関に支払った自己負担金および入院時の食
事療養費を助成します。

【予防接種事業】
　任意予防接種の費用を助成します。
・�ロタウイルス（新規）　・�おたふくかぜ（新規）
・�風しん（新規）　・�小児インフルエンザ
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未来への挑戦特集

　

平
成
31
年
度
は
、
第
2
次
総
合
計
画
と
笠
間
市

創
生
総
合
戦
略
に
即
し
た
75
事
業
を
重
要
事
務
事

業
に
選
定
し
ま
し
た
。
特
徴
的
な
事
業
は
世
代
に

応
じ
た
支
援
策
の
充
実
と
し
て
、
プ
レ
コ
ン
セ
プ

シ
ョ
ン
ケ
ア
事
業
や
在
宅
子
育
て
支
援
事
業
な
ど

妊
娠
・
出
産
か
ら
子
育
て
期
に
お
け
る
切
れ
目
な

い
支
援
策
の
強
化
や
働
き
方
改
革
の
更
な
る
推
進

を
実
施
し
ま
す
。

　

文
化
を
継
承
す
る
産
業
支
援
の
展
開
と
し
て
、

企
業
誘
致
の
推
進
や
創
業
支
援
、
事
業
継
承
支
援

の
強
化
、
笠
間
市
台
湾
交
流
事
務
所
に
よ
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
促
進
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

更
に
、
ひ
と
の
活
躍
と
産
業
の
成
長
を
促
進
す

る
場
の
創
出
と
再
生
と
し
て
、「
道
の
駅
」
の
整
備

を
は
じ
め
、
市
内
拠
点
施
設
の
活
用
強
化
策
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
空
家
や
空
地
を
含
め

た
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
な
ど
更
な
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ひ
と

ま
ち

も
の

世代に応じた
支援策の充実

人の活躍と産業の成長を
促進する場の創出と再成

文化を継承する
産業支援の展開

8 地元企業人材確保の支援強化
 （インターシップ促進・企業向けセミナー・学生マッチング強化等）

［事業費 12,653千円］
　インターンシップ促進に向けたマッチングサイトの運営や学内フェ
ア、体験バスツアーなどを実施します。高校生を対象とした説明会の
開催や直接採用の機会となる就職面接会を実施します。

【インターンシップ促進事業】【就職面接会】【高校生向け説明会】

5 公営住宅活用による子育て世帯向け住宅支援（県営福原アパート・市営福原住宅）
［事業費 7,616千円］

　県営福原アパートおよび市営福原住宅の入居率が低下していること
から、両公営住宅を活用して子育て世帯の負担軽減を図り、子育て世
帯の移住定住を促進します。

【公営住宅子育て世帯支援事業】
　入居した子育て世帯（0歳児から中学3年生）に、月額10,000円を助
成します。

【公営住宅入居者学習支援事業】
　県営福原アパートおよび市営福原住宅に入居している世帯の小学5
年生から中学3年生までの児童および生徒を対象に、ICT学習を取り入
れた学習教室を、団地集会場で行います。※受講料月額2,000円。

6 ソーシャルサポート強化事業［事業費 16,763千円］
　発達が気になる子どものライフステージに応じて、保健・教育・福祉の3分野が連携する支援を拠点とした「児童発達支援
センター」を2020年4月に開設し、各種施設や専門機関との連携をとりながら適切に支援が受けられるようにします。

【児童発達支援センターの整備】　【自殺対策の強化】　【ひきこもりサポートの充実】

7 糖尿病重症化予防・認知症予防
 （ライフステージに応じた支援の充実）

［事業費 10,896千円］
【糖尿病予防教室・糖尿病重症化予防教室】
　健康教室で生活習慣の見直しを促し、糖尿病の
発症と重症化を予防します。

【糖尿病性腎症重症化予防事業】
　医療機関と連携して保健指導を行うことによ
り、人工透析への移行を防止し、医療費の適正化
（削減）を図ります。

【介護予防把握事業】
　認知症気づきのチェックリストを送付して、早
期受診や生活習慣改善等につなげていきます。
　筑波大学と連携して、介護（認知症）予防運動
実践者等のデータ収集・分析等を実施します。
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平
成
31
年
度
予
算

　

歳
入
は
、
経
済
状
況
の
好
転
に
よ
る
法
人
市
民

税
の
増
や
償
却
資
産
の
増
加
に
よ
る
固
定
資
産
税

の
増
が
見
込
ま
れ
、
市
税
全
体
で
は
増
収
と
な
る

見
込
み
で
す
。

　

市
税
と
と
も
に
歳
入
の
根
幹
を
な
す
地
方
交
付

税
は
、
合
併
特
例
加
算
の
段
階
的
削
減
や
、
市
税

の
伸
び
な
ど
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
踏
ま
え
、
前

年
同
額
で
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
障
害
者
自
立
支
援
給
付
な
ど
社
会
保

障
関
係
経
費
や
公
債
費
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
公
共
施
設
の
維
持
・
更
新
等
に
多
額

の
経
費
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
財
政
状
況
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方
と

し
て
、
限
ら
れ
た
貴
重
な
財
源
を
有
効
活
用
す
る

た
め
、
必
要
性
が
高
い
事
業
に
重
点
を
置
い
た
予

算
と
す
る
こ
と
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
、
特
別
会
計
予
算
お
よ
び
企
業

会
計
予
算
を
合
わ
せ
た
平
成
31
年
度
の
予
算
総
額

は
5
3
9
億
2,
3
9
2
万
5
千
円
で
、
昨
年
度
と

比
較
す
る
と
13
億
9
9
4
万
9
千
円
、
率
に
し
て

2
・
5
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
予
算
編
成

に
当
た
っ
て
は
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
笠

間
暮
ら
し
の
構
築
を
重
点
課
題
と
し
て
、
持
続
す

る
笠
間
暮
ら
し
の
構
築
に
向
け
、
社
会
の
変
化
に

対
応
す
る
抜
本
的
な
仕
組
み
の
改
革
も
視
点
と
し

な
が
ら
、
公
民
連
携
に
よ
る
人
材
の
育
成
、
確
保

お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
充
実
を
図
る
た
め
の
予

算
と
し
ま
し
た
。

人
材
の
育
成
と
確
保
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
的
充
実
を

図
る
予
算
。

11 栗の産地づくりの推進（栗の生産拡大等の支援）［事業費 18,020千円］

【遊休農地等を活用した笠間の栗生産拡大事業】
　管理の行き届かない栗畑や遊休地を借り上げて生産量を
拡大します。

【かさま新栗まつりの強化】
　栗生産農家、菓子業者等が一体となり、栗に関連するさ
まざまな情報を幅広く発信してブランドの確立と地域産業
の振興を図ります。

【栗農家ヘルパー活用支援事業補助金】
　栗の生産に関わるヘルパーの雇用経費を補助します。

【栗生産規模拡大支援事業補助金】
　作付面積を10a以上拡大した農家に補助を行い、経営規
模拡大と遊休農地の抑制を図ります。

【栗苗木支援事業補助金】
　計画的な苗木（40本以上）の新植や品種更新を推進し、
品質向上による生産振興を図ります。

【わな猟免許取得促進助成】
　地域のために捕獲活動を行う方に免許
取得にかかる費用を補助します。

【イノシシ捕獲補助】　
　一頭捕獲当たり5,000円を補助します。

【イノシシ処分補助】
　捕獲したイノシシの解体・処分に5,000
円を補助します。

【地域の捕獲団体活動支援】
　地域で捕獲活動を行う団体（5名以上）
の活動費を支援します。

【農業被害防止事業】
　電気柵、防護柵および電子機器の購入
費を助成します。

【傷害保険料負担および箱わな貸出】
　地域捕獲団体の活動に対し傷害保険の
加入と箱わなの貸し出しを行います。

【地域捕獲団体の連絡協議会設置】
　イノシシ捕獲の講習会などを行い、団
体間の連携強化を図ります。

9 事業承継支援の強化［事業費 9,071千円］

10 地域の鳥獣被害防止活動の促進（電気柵・防護柵購入補助、捕獲活動補助等）［事業費 20,660千円］

【商工業の事業承継促進】
　支援体制の整備および中小企業等の経営者を対象に問題
意識啓発のためのセミナーを開催し、事業承継計画策定な
ど個別支援を実施します。

【農業担い手の育成支援】
　新規就農者および農業後継者の確保を目指し、就農に必
要な研修や施設・機械等の整備に係る費用を支援します。
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未来への挑戦特集

その他 6億6,708万7千円（2.1%）

合計307億
7,000万円

扶助費
70億9,769万8千円
（23.1%）

人件費
52億7,074万4千円
（17.1%）

物件費
49億8,298万8千円
（16.2%）

公債費
32億2,368万9千円

（10.5%）

繰出金
29億1,633万7千円

（9.5%）

普通建設事業費
34億1,266万5千円

（11.1%）

補助費等
31億9,879万2千円

（10.4%）

一
般
会
計

　

一
般
会
計
は
、
市
税
や
地
方
交
付
税
を
は
じ
め
、

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
や
交
付
金
な
ど
を
財
源
と

し
て
、
福
祉
・
教
育
・
土
木
・
衛
生
な
ど
の
基
本
的

な
施
策
を
行
う
会
計
で
す
。

　

平
成
31
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
3
0
7
億

7,
0
0
0
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳出予算
性質別内訳

12 観光戦略の推進（インバウンド観光の強化・かさまコンシェルジュ）［事業費 21,625千円］

【台湾からの外国人観光客誘客促進】
　旅行博・商談会等を活用した
観光PRやツアー造成に向けた
働きかけを行います。
　メディア媒体を利用したPR
を行います。
　繁体字によるHP・FBでの情
報発信を行います。

【オリンピック・パラリンピック
事前キャンプ地における誘致活動】

　ゴルフ協会・オリンピック委員会へ継続して働き
かけ、誘客や交流（ジュニア、アマチュア等）を促
進します。

【茨城県および県内市町村との広域連携による誘客促進】
　広域連携による誘客プロモーションを実施し、日本観光物産博覧会
や台湾国内で開催される旅行博等で観光PRを行います。

【台湾政府および自治体との連携による交流人口の拡大】
　台北つつじまつりとの連携を図ります。

　市民が主役となり、地域の恵み、養われた知恵や技などを見直し、
多様化する観光ニーズに対応できるよう市民や事業者と連携して、
「笠間らしい魅力あふれる創造性豊かな観光のまち」を目指します。

【観光戦略推進事業】
　市民一人ひとりが観光を支え
る担い手であるという意識を醸
成します。
　携帯電話の位置情報を活用し
たデータ収集を進め、正確な観
光動態の把握を行います。

【かさまコンシェルジュ事業】
　「かさま観光大使」制度などを見直し、新たに「かさまコンシェル
ジュ」を創設します。
　事業所向けの啓発活動を進め、まちの人達が自発的に観光案内が
できるまちづくりを進めます。

【外国人旅行者受入事業】
　国際的なPR活動の展開を
するとともに、笠間市台湾イ
ンバウンド推進協議会と連携
し、訪日外国人が快適に滞在
できる態勢の整備を進めてい
きます。

13  台湾交流事務所を軸としたインバウンドや
観光等の推進［事業費 17,601千円］

茨城県
近隣市町村

笠間焼
と地酒

つつじ
まつり

笠間の
栗

菊まつり

ゴルフ場
笠
間
市
台
湾

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
協
議
会

笠間市台　湾

東豪旅行社
連携

連
携

台北市大安區安和路
二段78號8樓

【所在地】
笠間台湾交流事務所

インバウンド
誘客

アウトバウンド
訪台

　市内全体の意識醸成、
　観光動態の把握・分析、
　広域観光など

◆観光戦略

　専門性の高い人材育成、　
　情報発信［キャンペーン・啓発］

「コンシェルジュ」「観光PR」
◆国内観光
　受け入れ強化［パンフレット・イベント・連携］
「インバウンド協議会」＋「台湾事務所」
◆国際観光

広域連携による
周遊観光の強化

茨城県

笠間市

海外誘客

国内誘客

台湾
◇現地事務所
情報発信・旅行ツアー造成

国内外からの誘客を図る3つの施策
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歳入 歳出
市税

95億3,166万円
（31.0%）

民生費
115億3,376万1千円

（37.4%）

その他 12億1,162万3千円（3.9%）

議会費 2億7,650万1千円（0.9%）

教育費
36億1,713万円
（11.8%）総務費

32億8,512万5千円
（10.7%）

公債費
32億2,368万9千円
（10.5%）

衛生費
20億5,410万6千円

（6.7%）

農林水産業費
19億3,214万4千円

（6.3%）

土木費
17億82万2千円
（5.5%）

消防費
13億4,142万4千円（4.4%）

商工費
5億9,367万5千円（1.9%）

地方交付税
58億円
（18.9%）

国庫支出金
41億9,562万2千円
（13.6%）

市債
33億1,800万円
（10.8%）

繰入金
15億8,094万6千円

（5.1%）

県支出金
25億8,733万5千円

（8.4%）

地方消費税交付金
13億2,666万8千円（4.3%）

諸収入7億5,483万6千円（2.5%） その他 16億7,493万3千円（5.4%） ■
歳
入

　

自
主
財
源
の
う
ち
、
市
税
は
95
億

3,
1
6
6
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

依
存
財
源
の
地
方
交
付
税
は
58
億
円
、

国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
41
億

9,
5
6
2
万
2
千
円
を
計
上
し
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
の
歳
入
に
つ
い
て
も
、

適
切
な
見
通
し
の
も
と
に
計
上
し
て
い

て
ま
す
が
、
今
後
も
積
極
的
に
財
源
の

確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

一般会計 307億7,000万円

国指定の史跡化

城跡の保存整備

歴史的価値付け・評価

航空測量 文献調査

発掘調査

事業周知

【測量図化業務委託】
　航空測量により得られた成果を元に
1/500の地形図を作成します。

【現地踏査】
　現地踏査を実施し、次年度以降に実
施予定の発掘調査の計画を立てます。

【文献調査】
　笠間城跡に関わる記述を整理します。

【樹木伐採・草刈】
【事業周知推進事業】
　笠間歴史フォーラムで城郭を題材と
した講演会を実施します。

16 笠間城跡の史跡化の推進［事業費 16,578千円］

17 文化財の保存活用の推進
 （大日堂の取得） ［事業費 17,500千円］
　日本画家である木村武山は、明治9年に箱田に生まれ、
横山大観らとともに画業に励みました。大日堂は、昭和
10年に実家（箱田）に建立されたもので、後世に伝えて
いくべき貴重な文化遺産です。その貴重な文化遺産を市
が取得し、文化財として後世に伝えていきます。

【大日堂に係る財産取得費および
 諸手続き費用［17,500千円］】

14 児童発達支援の強化［事業費 62,958千円］
　就学前教育アドバイザーや特別支援教育支援員および指導専門員を配置し、支援の必要な児童への支援を行います。

15 きめ細かな学校教育サポートの推進［事業費 12,966千円］
　専門スタッフ、外部人材を活用するなど教員の負担を軽減し、学校教育環境の改善・充実を図ります。

【スクールソーシャルワーカー】
　いじめ、不登校、暴力行為、児童虐待など、児童生徒が
置かれているさまざまな環境に着目して働きかけることが
できる人材を配置します。

【部活動指導員】
　生徒の競技力、技術力の向上を図るとともに、教員の部
活動指導に係る時間を軽減し、効果的な教育活動を行える
よう配慮していきます。

【ことばと心の教室運営事業】
　発達に課題のある幼児を支援します。

【就学前教育アドバイザー配置事業】
　特別な教育的支援が必要な幼児を早期発見し、
就学前教育の充実を図ります。

【特別支援教育支援員配置事業】
　特別な教育的支援が必要な児童に対し介助、学習支援を行います。

【特別支援教育指導専門員配置事業】
　市内特別支援学級を巡回し、特別支援担当教諭等を訪問指導する
など支援します。
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未来への挑戦特集

■
歳
出

　

限
ら
れ
た
財
源
の
も
と
経
費
の
節
減
に
努
め
、
各

種
施
策
に
効
果
的
な
予
算
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　

民
生
費
に
は
、
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
や
、
保

育
所
お
よ
び
認
定
こ
ど
も
園
入
園
負
担
金
、
生
活
保

護
、
保
育
所
等
整
備
に
対
す
る
補
助
金
な
ど
の
経
費

と
し
て
1
1
5
億
3,
3
7
6
万
1
千
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

　

教
育
費
に
は
、
み
な
み
学
園
義
務
教
育
学
校
整
備
、

茨
城
国
体
の
実
施
、
算
数
・
数
学
学
力
向
上
支
援
な

ど
の
経
費
と
し
て
36
億 

1,
7
1
3
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

　

総
務
費
に
は
、
本
庁
舎
大
規
模
改
修
、
情
報
系
シ

ス
テ
ム
機
器
更
新
、
新
規
立
地
企
業
へ
の
補
助
、
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
か
さ
ま
の
運
行
経
費
な
ど
32
億

8,
5
1
2
万
5
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

歳入 歳出
市税

95億3,166万円
（31.0%）

民生費
115億3,376万1千円

（37.4%）

その他 12億1,162万3千円（3.9%）

議会費 2億7,650万1千円（0.9%）

教育費
36億1,713万円
（11.8%）総務費

32億8,512万5千円
（10.7%）

公債費
32億2,368万9千円
（10.5%）

衛生費
20億5,410万6千円

（6.7%）

農林水産業費
19億3,214万4千円

（6.3%）

土木費
17億82万2千円
（5.5%）

消防費
13億4,142万4千円（4.4%）

商工費
5億9,367万5千円（1.9%）

地方交付税
58億円
（18.9%）

国庫支出金
41億9,562万2千円
（13.6%）

市債
33億1,800万円
（10.8%）

繰入金
15億8,094万6千円

（5.1%）

県支出金
25億8,733万5千円

（8.4%）

地方消費税交付金
13億2,666万8千円（4.3%）

諸収入7億5,483万6千円（2.5%） その他 16億7,493万3千円（5.4%）

18 いきいき茨城ゆめ国体の開催［事業費 188,121千円］
　正式競技3競技「軟式野球（成年男子）」・「クレー射撃（全種目）」・「ゴルフ（女子・少年男子）」、デモンストレーションスポー
ツ1競技「合気道」が開催されます。

19 東京オリンピック・パラリンピック
 ホストタウン構想推進
 （機運醸成・相互交流の推進） ［事業費 8,765千円］

　参加国・地域との人的・経済的・文化的な相互地域の活性化
を推進するため、ホストタウン相手国・地域選手団の事前キャ
ンプに向けた誘致活動を行います。

【ホストタウン相手国・地域】
・タイ王国（ゴルフ）…2016年6月登録
・エチオピア連邦民主共和国（陸上競技）…2017年7月登録
・台湾（ゴルフ）…2018年2月登録

　1964年の東京オリンピック競技大会開催を記念して始まった県下中
学校交歓笠間市駅伝大会に、姉妹都市・友好都市の中学校およびホスト
タウン相手国・地域の関係者を招待し、「東京オリンピック・パラリンピッ
ク記念大会」として開催することにより、2020東京オリンピックパラリ
ンピック競技大会の機運醸成を図ります。

20 東京オリンピック・パラリンピック
 記念中学校駅伝大会の開催［事業費 1,793千円］

21 音楽のまちづくりの推進（かさま音楽フェスタ～奏～）
［事業費 3,015千円］

　「かさま音楽フェスタ～奏～」を開催し、誰もが優れた芸術に触れる機会
を提供します。
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その他

公債費

15,885円 3,625円

26,931円 42,264円 47,423円 151,215円 403,414円合
計

7,783円 17,587円 25,332円

教育費 民生費 市民一人
当たりに

使われるお金

議会費 商工費 農林水産費消防費

衛生費
各小中学校や公民館・
図書館の運営など

高齢者・障害者福祉対策や
医療福祉など

※平成31年1月31日
　現在人口
　（住民基本台帳）
　76,274人で算出

市債の元金・利子の返済

諸支出金など 議会の運営など
商工業支援や

観光施設管理など
農林業振興支援や
農地の基盤整備など

消防団や防災施
設の整備など

予防接種や各種健診、
ごみ処理事業など

43,070円

総務費
税金の賦課、戸籍や住民

登録の経費、広報紙の発行など

22,299円

土木費
市道の整備・補修や
公園管理など

　地域経済の活性化と観光や地域産業の好循環を目的とした「道の
駅」の整備を進めます。また、高速バスを使った首都圏からの観光
客の取り込みや観光情報発信・レンタサイクルの活用を図るなど、
笠間のゲートウェイとしての役割を担います。

【計画・設計業務委託】
　土木・建築工事費の具体的な積算を行います。
　施設運営に伴う運営管理業務委託を行います。

【公有財産購入等】
　用地買収および補償費等の契約事務手続きを行います。

【道の駅整備工事】
　駐車場等の造成（土砂搬入）工事を行います。

23 畜産試験場跡地の利活用促進（利活用促進・多目的広場の整備）［事業費 209,891千円］

　茨城県と協力連携を図り
ながら、全面的な利活用を
促進するとともに、跡地の
一部に2020年度の供用を
目指した市民の憩いの場と
なる多目的広場の整備を進
めていきます。

22「道の駅」整備の推進［事業費 857,583千円］

多目的広場　基本計画・イメージ図
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未来への挑戦特集

■
特
別
会
計

　

特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど
特
定

の
事
業
を
行
う
場
合
、
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

特
定
収
入
で
運
営
し
て
い
く
独
立
し
た
会
計
の
こ
と
で
す
。

■
企
業
会
計

　

企
業
会
計
は
、
事
業
か
ら
得
る
収
益
を
主
な
財
源
と
し

て
運
営
し
て
い
く
会
計
の
こ
と
で
す
。
本
市
で
は
、
病
院

事
業
、
水
道
事
業
、
工
業
用
水
道
事
業
お
よ
び
公
共
下
水

道
事
業
の
4
会
計
と
な
り
ま
す
。

区　　　分 予 算 額
国 民 健 康 保 険 7,601,000 
後 期 高 齢 者 医 療 844,000 
介 護 保 険 6,532,000 
介 護 サ ー ビ ス 22,000 
農 業 集 落 排 水 事 業 812,000 

特別会計合計 15,811,000 

一　般　会　計 307億7,000万円
特　別　会　計 158億1,100万円
企　業　会　計 73億4,292万5千円
予　算　総　額 539億2,392万5千円

区　　　分 予 算 額
病 院 事 業 1,197,374 

収益的支出 1,127,511 
資本的支出 69,863 

水 道 事 業 2,197,000 
収益的支出 1,712,300 
資本的支出 484,700 

工業用水道事業 70,615 
収益的支出 28,873 
資本的支出 41,742 

公共下水道事業 3,877,936 
収益的支出 1,844,109 
資本的支出 2,033,827 

企業会計合計 7,342,925 

■企業会計内訳■特別会計内訳 （単位：千円）（単位：千円）

【消防団組織支援
強化事業】

　消防団員数が減少
傾向にあるため、消
防団員を地域ぐるみ
でサポートする組織
を立ち上げます。

24  友部駅周辺の道路景観構想の検討および策定（無電柱化の促進・道路景観の向上）
［事業費 8,500千円］　災害防止、安全・円滑な交通の確保、良好な景観の形成を図るため、茨城県で県道平友部

停車場線の一部区間の無電柱化事業を進めています。それに合わせて友部駅周辺の道路景観
（歩道）の整備に向けた設計業務を行います。

情報収集・伝達
避難所開設
避難誘導

防災施設整備、気象観測什器整備、河川・砂防整備
〈被害抑制対策〉

地域防災計画、災害対応マニュアル、ハザードマップ、災害
時支援協定、食料・資機材備蓄、自主防災組織、防災士、避
難訓練、意識啓発

〈減災対策〉
災害の備え

警報・避難
激甚災害制度
被災施設の復旧
復興まちづくり

復旧・復興

救助・救急、医療、災害情報
収集・連絡、ライフライン復
旧、災害廃棄物

応急活動
災害救助法、罹災証明、再建
支援金等、被災者台帳、避難
生活支援等

被災者支援

災害発生

25 災害対策の強化［事業費 27,058千円］
　地域防災計画の見直し、被災者生活再建支援システムの運用、防
災行政無線デジタル化などの事業を実施し、災害に強いまちづくり
を推進します。

【 笠間市地域防災計画の改定】
　既存計画を見直し、総合的な災害対策を推進します。

【 被災者生活再建支援システム運営負担金】
　被災者へ迅速かつ公正な生活再建を支援するため、県内43市町
村と共同整備したシステムを運用します。

【防災行政無線デジタル化整備事業】
　現在運用しているアナログ方式の防災行政無線は、無線設備規則
の改正で2022年11月末で使用できなくなることから、本市に最
も適した防災行政無線を整備します。

26 消防団の支援［事業費 72,967千円］

　停電時にも市民が安全に避難ができるよ
う拠点避難所の停電対策を図ります。
　大規模災害時の通信手段の機能強化を図
り、災害対策本部の通信環境を強化します。

【防災設備機能強化事業】
　停電時でも、安全に避難ができるよう太
陽光発電街路灯を拠点避難所2か所に整備
します。

【衛星携帯電話外部アンテナ設置】
　大規模災害時に衛星携帯電話で連絡が簡
易にできるようアンテナを設置します。

27 防災機能強化に向けた
 防災設備の整備

［事業費 11,618千円］
　地域防災の中核として活躍する消防団を支援し、団員の加入促進を図
り防災力の向上に努めます。

【非常備消防施設管理事業】
　消防団詰所（市野谷地区）を更新
します。

【非常備消防車両等更新事業】
　消防ポンプ車2台（福原地区・
寺崎地区）を更新します。
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30 行政改革の推進（働き方改革にもつながる業務改善・ビルド&スクラップ・ICT化の推進）
［事業費 16,507千円］

　限られた行政資源で持続可能な行政サービスを提供できる組
織へ変革するため、民間活力の積極的な活用や、事業のスクラッ
プ等、効率的な行政運営を目指した取り組みを進めます。また、
ICT化による業務の効率化を強力に進めていきます。

【行財政改革大綱の進行管理】
　行政評価に基づいた事業スクラップ（事業の廃止、縮小等）の
推進、業務の民間委託、指定管理者制度の導入を推進します。
　財務会計、行政評価、文書管理等の内部管理業務について、
効率的な運用に向けたシステムの再構築と一体的な運用を図り
ます。

【タブレット端末による効率的な会議の推進】
　業務の効率化およびペーパーレス化に取り組んでいます。議
会のほか、庁内の各種会議や教育委員会定例会などでも、タブ
レット会議を実施します。

ビルド＆スクラップ

RPAの推進
システム化

タブレット会議民間委託
指定管理者

事業の
方向性の判断

行政評価

働き方改革

笠間市行財政改革大綱

民間力の活用 ICT化

業務の効率化

効率的で効果的な行政運営

33 国際化の推進（外国人相談窓口の整備）
　外国人が笠間市で安心して暮らせるようさまざまな手続きのサポート・生活の相談を受ける窓口を設置します。

29 生涯活躍のまち構想の推進（笠間版CCRC）［事業費 13,000千円］
　高齢層だけではなく若年層にも、将来に向けて期待と安心を与える「笠間暮らし」を提供するコミュニティ（笠間版CCRC）
の形成に向けた取り組みを推進します。

【先導するCCRCの形成推進】【移住・二地域居住者の確保】【各種施策との連携】

○ユニバーサルデザインの意識醸成
　市民や外国人等の観光案内業務に携わる方等に対する講習
会を開催し、意識啓発を図ります。

○多様な働き方促進事業
　女性がライフステージに左右されず、自分らしくいきいき
と働き続けられる環境づくりを進めていきます。

28 多様な生き方の支援［事業費 1,835千円］

未来への挑戦特集

　本所庁舎（議会行政棟）の改修にはユニバーサルデザイン※を取り入れ、高齢者・
障がい者などを含むすべての人が、安全・安心に利用できる庁舎として整備を進
めていきます。
※ユニバーサルデザイン
　�「万人（Universal）のための設計（Design）思想、「すべての人のためのデザ
イン」を意味する。昨今では、「すべての人が生活しやすい社会のデザイン」と
いう広い概念をもつ。

32 市役所本庁舎大規模改修の実施［事業費 311,636千円］

 誰もが利用
しやすいトイレ

歩行が困難な方の
駐車スペース

31 自主財源の確保
 （ふるさとづくり寄付金制度の強化、市税等収納対策の強化）

［事業費 66,472千円］
【ふるさとづくり寄付金業務代行委託等】
　新たな返礼品の開拓を行い、返礼品の魅力を発信します。

【収納対策事務】
　徹底した財産調査を行い滞納処分
を強化し、関係機関と連携を図り徴収
率向上に取り組みます。

【事業促進イベント等】
　本市の魅力発信や元気かさま応援
基金による各支援事業の取り組み事
例をイベント等で紹介しPRします。
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